
帝塚山学院大学人間科学部
「人を対象とする研究」計画等の審査に関する規程

（目的）

第１条 この規程は、帝塚山学院大学人間科学部「人を対象とする研究」倫理指針第８条に定める、本学内外における「人を対象とする研

究」計画等の審査に係る委員会（以下「倫理審査委員会」という）の運営及び関連事項について定める。

（倫理審査委員会の組織と運営）

第２条 倫理審査委員会の組織と運営は以下のとおりとする。

（１）学長は、「人を対象とする研究」倫理指針に基づき、「人を対象とする研究」計画等の審査を行う組織として、倫理審査委員

会を設置する。

（２）倫理審査委員会は、研究者の所属する当該学科主任、心理・社会的側面または栄養学において優れた識見を有する教員１名、

および人間科学領域における研究面で顕著な学識経験を有する教員２名の計４名をもって構成する。但し、構成員のうち１名

は、必ず当該学科以外の教員とする。原則、男女両性で構成されなくてはならない。必要な場合には委員に学外者を含めるこ

とがで きる。但し、学外委員の任期は当該の案件ごとにその都度定めるものとする。

（３）委員の任期は２年とする。ただし、委員の再任は妨げない。

（４）倫理審査委員会は、人を対象とする研究を実施する研究者から研究計画等の審査申請があった場合、速やかに審査に入るもの

とする。但し、委員が当該研究の研究責任者または研究担当者である場合は、審査に加わることができない。

（５）倫理審査委員会は互選により委員長と副委員長を置く。

（６）倫理審査委員長は必要と認めたとき委員会を招集し、その議長となる。

（７）倫理審査委員会は構成員の３分の２以上の出席で成立する。ただし、出張者、休職者は定足数に含めない。

（８）倫理審査委員会の議決は、出席者の過半数の同意によらねばならない。可否同数のときは議長の決による。

（９）本条に定めることのほか、倫理審査委員会の運営に関する必要な事項は委員会の議を経て、別に定めることができる。

（申請者）

第３条 本審査に申請可能な者は以下のとおりとする。

（１）本学の教員。

（２）本学学部または研究科において研究活動に従事する研究生および職員等は、所属長の承認を得た後、研究計画等の審査を申請

することができる。

（３）本学附属機関で研究活動に従事する研究生および職員等は、附属施設長の承認を得た後、研究計画等の審査を申請することが

できる。

（４）本学教員等の行う共同研究プロジェクト等に参加する本学教員以外の研究者は、当該プロジェクト等の研究代表者の承認を得

て、研究計画等の審査を申請することができる。たたし、申請 者の本務機関等における当該研究計画等の倫理審査結果に関す

る資料等の提出を求めることがある。

（５）本学大学院生は、本学指導教員の承認を得て、研究計画等の審査を申請することができる。

（審査の申請）

第４条 審査案件は、以下の過程を経た後に審査に付議される。

（１）研究計画等の審査を申請する者（以下「申請者」という）は、以下に定める研究計画等審査申請書により、学長に申請する。

（２）学長は、研究計画等審査申請書を受理したときは、速やかに倫理審査委員会委員長（以下「委員長」という）にその審査を付

議する。

（申請書等の様式）

第５条 審査に係る提出様式については、以下のとおりとする。

（１）「人を対象とする研究」計画等審査申請書（以下「申請書」という）は、別紙様式１のとおりとする。

（２）「書面審査」の判定結果の委員長への報告は、別紙様式２により行う。

（３）「審査結果通知書」は、別紙様式3のとおりとする。

（審査の方法）

第６条 審査方法については、以下のとおりとする。

（１）審査の方法は、書面審査あるいは合議審査とする。

（２）倫理審査委員会は、必要あるときは、申請者を当該研究計画等の審査を行う会議に出席させ、申請内容等の説明を求めること

ができる。

（３）審査の判定は、次に掲げる表示により行う。

（ａ）承認

（ｂ）条件付承認

（ｃ）変更勧告



（ｄ）不承認

（書面審査の手続き）

第７条 書面審査の手続きについては、以下のとおりとする。

（１）委員長は、学長から審査の付議を受けたときは倫理審査委員会で当該申請を周知し、倫理審査委員会は原則として構成員のう

ち主査１名および副査１名からなる計２名の書面審査員を指名する。書面審査員は、研究計画等審査申請書（別紙様式１）に

基づく書面による審査を行い、別紙 様式２のとおり委員長に報告する。

（２）申請内容等から判断して、構成員中に適切な書面審査員を得られない場合、委員長は、構成員ではない学内専任教員の中から

書面審査員を指名することができる。

（３）書面審査員は、必要があると認められる場合は、当該申請内容について申請者から説明を求めることができる。また、必要な

助言をすることができる。

（４）委員長は、特に支障がないと認められる場合は、倫理審査委員会を開催することなく、会議でもって審査を行うことができ

る。

（合議審査の手続き）

第８条 書面審査における判定が、第６条３号に規定する「承認」以外の場合、委員長は、当該申請を合議審査に付し、判定を行うものとす

る。

（審査結果の通知）

第９条 審査結果の通知手続きについては、以下のとおりとする。

（１）委員長は、研究計画等の審議の結果を、別に定める審査結果通知書（別紙様式３）により、速やかに申請者に通知するととも

に、学長に報告する。

（２）審査の結果通知には、その理由を付記する。

（３）審議の経過及び結果は、文書により記録、保存し、委員長が必要と認めたときは公表することができる。

（研究計画等の変更）

第１０条 審査意見に基づいて研究計画等を大きく変更する場合の手続きについては、以下のとおりとする。

（１）申請者が、「承認」もしくは「条件付承認」の判定を受けた研究計画等において、大幅な修正を行おうとするときは、その変

更について倫理審査委員会の承認を得なければならない。

（２）前号に定める承認の方法については、第８条の規程を準用する。

（再審査）

第１１条 審査結果に異議のある者の再審査申請手続きは、以下のとおりとする。

（１）審査の判定に異議のある申請者は、異議の根拠となる資料を添えて、委員長を通じ倫理審査委員会に再審査の申請をすること

ができる。

（２）再審査の申請の手続については第4条の規定を、審査の方法については第6条の規定をそれぞれ 準用するものとする。

（事務）

第１２条 申請書の受付、審査に関する事務は、学長室が行う。

（改廃）

第１３条 この規程の改廃は、教授会の意見を聴いて、学長が行う。

（附則）

一 この規程は、平成２５年１１月２７日から施行する。

二 この規程は、平成２８年　４月　１日から施行する。

三 この規程は、平成２９年　４月　１日から施行する。
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